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2024年度後期 STARTプログラム 事後レポート 

 

（１）STARTプログラムに参加して何を学んだか、この経験を今後どのように活かし

ていきたいか 

 私が START プログラムに参加して学んだことは２つあります。１つ目は宗教につい

てです。リトアニアに行く前までは正直宗教についてマイナスなイメージを持っていま

した。なぜなら、世界史で習った戦争は宗教の違いによって起こったものが多かったから

です。宗教によって価値観や考え方が植えつけられ、柔軟性を失い、争いで、起こさせて

しまうものだと思っていました。しかし、リトアニアで多くのキリスト教の教会」を訪れ

る中で、宗教が人々の第３の居場所になっていると感じました。家族でも子ども恋人でも

ない心のより所は人々の心の支えになっていると思います。この経験からよく知らない

状態で決めつけてしまわず、まずはよく知ろうとすることの大切さを感じました。しか

し、現地に訪れなければ、興味を持つこともなかったように思います。それゆえ、自分が

経験したことのないことや、新しい世界に１歩踏み出してみることが、自信の視野を広

げ、深く学ぶときには欠かせないと思いました。そのために、大学生のうちには必ず長期

留学に行こうと思います。 

（２）プログラム内容についての全体的な感想 

 私はこの留学にほとんど勢いで参加しましたが、今ではあの時申し込んで本当に良か

ったなと思っています。まず、自ら申し込んで短期留学に来た学生の集まりなので向上心

の高いメンバーばかりでした。自分の夢に向かって突き進んでいる仲間たちとの関わり

の中で、私の知らない新しい分野の話を聞くことができたり、いつもは考えないけど、絶

対に考えないといけない「平和」について深く話し合ったりしました。もっと成長しない

となと思わされた刺激的な日々でした。次に、プレゼンをする機会があったことも、目的

をもって毎日過ごすことが出来たのに加えて、皆の発表を聞くことで新たな学びを得ら

れたため。心によく残っています。また、橋クラブの方との交流は忘れられないものにな

りました。ゲームを通じてたくさん話すことができ、ヴィリニュスでご飯に誘ってもらえ

たこと、その人との時間は一生の思い出です。最後に、様々な歴史的建造物の見学に同伴

し、説明してくれた先生方、ガイドさん、現地の学生のおかげでリトアニアについて深く

学ぶことができました。リトアニア人の視点に立って歴史を学んだことで、短い期間で

も、少し考え方や価値観に変化があったように思います。最高の２週間でした。 

 

 

（３）今後 STARTプログラムに参加する後輩へのアドバイス 

 今回の留学期間中、３分の２くらいは時差ボケで体がしんどかったことが 1番つらかっ

たので、行く前から少しずつ生活リズムを変えていけたら良いと思います。また、現地で
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はなるべく睡眠を取らないと、留学先で情緒不安定になったり、疲れて夕方以降の活動を

しっかり楽しめないときがあったので、十分な睡眠を取って欲しいと思います。最後にイ

ンスタントの味噌汁とパックご飯を最低１つ持って行っておくと、現地で日本食が恋し

くなったときにとても助かると思います。最後に、留学中は積極的に現地の方や学生に話

しかけてみることを大切にしてほしいです。現地の方との会話を通じて、リトアニア人の

文化や習慣を知ることができました。そして何より、日本の外に新しく友達が出来たよう

で、場所は違えど、心の支えが１つ増えたような感覚があります。皆さんもぜひ最高の２

週間を過ごしてください！ 
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2024年度後期 STARTプログラム 事後レポート 

 

（１）STARTプログラムに参加して何を学んだか、この経験を今後どのように活かし

ていきたいか 

 今回のスタートプログラムでは、リトアニアの歴史や文化、英語コミュニケーション等

多くのことを学びました。特に印象に残ったのは、KGB MUSEUMを訪れた時のことで

す。ソ連占領時の悲惨な出来事がなまなましく展示されていました。罪のないリトアニア

人を非人道的な扱い方で拘留、尋問する様子が展示されていました。リトアニアはロシア

の飛び地や、ベラルーシに接していることで、非常にロシアに対して反感感情や警戒心が

高まっていることが、現地の学生と交流していても感じました。世界が平和な世の中にな

るためには、より一層の労力と時間がかかることを実感しました。 

 現地の学生と交流する中で、非常に日本に好意的な印象を抱いていることを感じまし

た。外交官、杉原千畝さんの勇気ある行動により、リトアニアでは多くのユダヤ人が生き

残ることができ、リトアニアでは今なお、学校教育現場でも杉原千畝について語り継がれ

ていることを知り、日本人として誇らしい気持ちになりました。アジア人差別を街を歩い

ていると受けることもありましたが、全体として心温かい人の多い国であると感じまし

た。 

 今後は、自信の長期留学や、ひいては英語教師になった際に「経験」を児童生徒に語り

つげるようにしたいと考えます。翻訳機能が発達してきた今、我々英語教師になる者たち

は、何を教えることができるのか。それは、言語とは切っても切り離せないそれを話す

人々の文化や日本との考え方、価値観の違いを伝えることだと考えます。表面的な文法

や、入試英語だけでなく、その言語の奥にある物を、自信の経験を積むことで、より臨場

感をもって伝えられ教師になりたいと思います。そういう意味で、今回の留学は海外に関

心を向ける非常に良いきっかけとなりました。 

（２）プログラム内容についての全体的な感想 

 全体を通して非常によいプログラムでした。座学だけではなく、実際に歴史的建物や博

物館、遺跡を訪れることで、自分の目で見て、素肌で感じることができ、より自分の記憶

に鮮明に残すことができました。また、現地の学生、人々とかかわる時間も適宜設けられ

ており、主体性をはぐくむことができるプログラムであると感じました。長期留学に向け

てよいきっかけづくりとなりました。また、先生方のサポートも厚く、安心して渡航期間

中過ごすことができました。 

（３）今後 STARTプログラムに参加する後輩へのアドバイス 

 長期留学してみたいけど、外国がどのような場所かわからない。自分の英語力で生きて

いくことができるのか。そんな不安を抱える人はぜひ参加してみるといいと思います。否

応なしに英語を話す機会があり、それが自信につながり、帰国後の英語学習のモチベーシ
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ョンにもなります。また、現地の人々と交流することで、海外への不安が少しでも軽減で

きると思います。そして、なにしろ素晴らしい仲間に出会えます。みんなそれぞれ、英語

に興味があったり、国の歴史に興味があったり、スポーツに興味があったりと多方面から

広島大学の仲間が集まります。そんな、同じ興味をもった人々と出会い、異国で過ごす２

週間はかけがえのない自身の財産と経験になります。この素晴らしい機会をぜひ有効に

活用するとよいと思います。 
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